
    

   

これから本格的な猛暑が続きそうです。子ども達は暑さの中でも夢中になって遊ぶので、屋外でも

屋内でも小まめな水分補給を心がけ、熱中症には十分に注意しましょう。また、体調の変化に気をつけ

ながら元気に過ごしていけるようにしていきたいですね。生活リズムが乱れてしまっていると夏バテ

をおこし、体調を崩しやすくなります。ゆっくり入浴し十分な睡眠をとり、冷たいものばかりではなくし

っかりと食事をとるなどして体力回復をさせてあげながら、規則正しい生活を心がけましょう。

高熱に注意！！ 夏かぜ 

夏かぜを起こすウイルスは、冬のものと異なり、高温多湿を好むタイプです。せきや鼻水は少なく、肺

炎などに進行することはまれです。夏に流行する主な病気に、プール熱・ヘルパンギーナ・手足口病な

どがあります。 

ヘルパンギーナ 

乳幼児に多く見られる夏かぜのウイルス性の感染症。ウイルスの型がいくつもあるので何度もかかっ

てしまうこともあります。まれに大人も発症します。  

 症状・・・３９℃以上の高熱が１～３日続くと同時に、のどが赤く腫れて小さな水ほうがたくさんできま

す。水ほうは２～３日でつぶれて黄色い潰瘍になります。のどの痛みが強いため食事や飲み

物を受けつけなくなることから脱水症状を起こしてしまうこともあります。  

手足口病 

夏に流行するウイルス性の感染症。原因ウイルスは複数の種類があるので何度もかかる可能性もあり

ます。まれに大人も感染します。 

症状・・・口の中の粘膜や手のひら、足の裏、足の甲などに水ほう性の発疹ができ、１～３日間発熱する

こともあります。手足の爪がはがれることもありますが、すぐに新しい爪が生えてきます。ま

た、口の中にできた水ほうがつぶれた後にできる口内炎がひどく、食事や飲み物を受けつけ

なくなるため、脱水症状を起こすこともあります。まれに、髄膜炎などの合併症を起こしたり

することもあるので注意が必要です。                

☆家庭でのポイント 

ヘルパンギーナ・手足口病どちらも、のどや口の中に痛みがあるので、飲み物はオレンジジュースなど

のような刺激があるものはさけ、麦茶・冷めたスープなどにしましょう。また、食べ物は刺激が少なくか

まずに飲み込めるゼリーやプリン、冷めたおじや、豆腐などが食べやすいですね。  
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